





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































留学者ノ氏名 入学スヘキ学校 修業スへ 入学前 父兄ノ 父兄ノ生業
生年月日　種族 ノ名称及所在 キ学科 ノ教育 住所姓名 及資産状況
票江椿（福建） 黒田尋常高等小 小学校 公学校第六 父　薬蓮肪 庁参事・地主
学校 学年卒業 資産約試拾五万圓
小石川区
藥江淫（同上） 同上 同上 公学校第六 父　蒙蓮肪 同上
学年卒業
藥梅渓（同上） 同上 同上 公学校第六 父　察双明 地主
学年卒業 資産約五万圓
劉添益（同上） 番町尋常小学校 同上 公学校第五 父　劉新梅 米商
麹町区 学年修了 資産約一壼万六千
圓
睾皆的（同上） 高等小学校 同上 公学校第六 父　享顕栄 製塩製糖貸地業庁
京都市 学年卒業 参事
資産約参拾万圓
藥江洒（同上） 上府尋常高等小 同上 公学校第六 父　薬敏川 公学校学務委員，
学校 学年卒業 地主
山口県 資産約拾五万圓
察柄曜（同上） 同上 同上 同校第四学 父　察敏南 区長，地主
年修了 資産約拾五万圓
薬緻曜（同上） 同上 同上 同第三学年 同上 同上
修了
薬季孫（同上） 同上 同上 同上 祖父票敏川 公学校学務委員，
地主
資産約拾五万圓
楊英格（同上） 慶応義塾 普通科 公学校第六 父　楊吉臣 区長，運輸，製糖
芝区 学年修了 業等
資産約五万圓




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明治39（1906）年 10 9 3 1 4 13 36
明治40（1907）年 19 22 5 4 5 14 7 62
明治41（1908）年 23 13 5 3 7 15 8 1 60 32
明治42（1909）年 28 30 10 5 5 20 13 5 96 43
明治43（1910）年 43 41 10 5 8 23 15 10 132 54
明治44（1911）年 65 52 13 6 3 32 18 9 176 約70
明治45（1912）年 76 94 13 30 4 47 35 12 264 120
大正2（1913）年 57 130 11 53 11 75 39 14 315
大正3（1914）年 47 155 15 50 4 69 45 9 325
大正4（1915）年 40 179 7 42 4 53 50 5 327 121
大正5（1916）年 82 183 12 58 4 74 55 21 415 203
大正6（1917）年 83 201 12 68 8 88 86 24 482 211
大正7（1918）年 63 200 2 28 8 38 102 90 493 約280
大正8（1919）年 91 219 2 37 7 46 119 89 564 349
大正9（1920）年 94 231 2 38 9 49 139 136 649 461
大正10（1921）年 116 297 1 34 13 48 173 123 757 528
大正11（1922）年 40 252 2 32 12 46 182 223 743
大正12（1923）年 39 291 52 73 165 242 862
大正13（1924）年 37 292 45 77 145 254 850
大正14（1925）年 21 275 36 114 123 29 230 828


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学　部 専門部 学　部 専門部 学　部 専門部
中 朝 台 中 朝 台 中 朝 台 中 朝 台 中 朝 台 中 朝 台
明治43（1910）年 6 0 0 40 19 0 11 0 0 37 14 0 3 0 0 24 1 0
明治44（1911）年 1 0 O 68 48 4 46 0 0 21 11 1 14 0 0 39 4 0
大正元（1912）年 0 1 0 50 35 3 15 0 0 21 9 0 5 0 0 34 2 0




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大正元（1912）年 1 37 166
大正2（1913）年 不明 不明 不明
大正3（1914）年 9 50 168
大正4（1915）年 12 40 180
大正5（1916）年 13 48 188
大正6（1917）年 21 61 200
大正7（1918）年 19 69 205
大正8（1919）年 24 74 233
大正9（1920）年 17 59 218
大正10（1921）年 19 80 201
大正11（1922）年 22 83 199
大正12（1923）年 30 92 209
大正13（1924）年 29 214 113
大正14（1925）年 31 122 88












































































































































































































大正8（1919）年 巫川 劉達麟 2



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































政治学 国家学原理 浮田和民 行政法汎論 副島義一 行政法各論 島村他三郎
帝国憲法 副島義一 政治学史 高橋清吾 自治政策 高橋清吾
経済学・財政学 経済学原理 塩澤昌貞 貨幣及銀行 服部文四郎 鉄道政策 佐竹三吾





財政学 小林丑三郎 財政学 小林丑三郎
史　学 西洋史 本多浅治郎 近代史 本多浅治郎 近時外交史 信夫淳平






法　学 民法要論 牧野菊之助 民法要論 磯谷幸次郎 国際公法 中村進午
刑法要論 岡田朝太郎 国際私法 松野祐喬
商法要論 柳川勝二
簿　記 簿　記 神尾錠吉
外国語 英　語 （吉田源次郎） 英　語 （吉田源次郎） 英　語 山崎貞
山崎貞 帆足理一郎 勝俣鐙吉郎
日　語 渡俊治 日　語 渡俊治 日　語 菊池三九郎
＊支那語 ＊支那語 ＊支那語
論文及国会演習 論　文 菊池三九郎 ＊国会演習 ＊国会演習
注）①第二学年以後に於いては専攻の方針により学課の数を限定して選択必修せしむ，＊印は随意科なり。
　②担当教員の空欄と（）は不明。
出典：「大正九年度学科配当表」早稲田大学大学史資料センター所蔵「三号館旧蔵資料」・「［自明治四二年度
　　至大正一一年度］学科配当表［綴］」（25－05）と『早稲田大学百年史』第二巻より筆者加筆作成
科がま学大法ス学専＿をがぼ済よ
目’だ則正は法通門）み’同科れ
とド導で元入’論部年る各じはば
　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
305　　近代台湾の新世代法律青年と政治青年の誕生
　
さ
て
、
早
稲
田
大
学
と
同
様
に
、
啓
蒙
運
動
の
担
い
手
を
多
数
輩
出
し
た
明
治
大
学
専
門
部
の
台
湾
人
留
学
生
は
ど
の
よ
う
な
専
門
知
識
を
学
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
　
明
治
大
学
百
年
史
に
専
門
部
法
科
と
政
治
経
原
則
と
し
て
本
科
と
ほ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
、
大
正
元
（
一
九
＝
学
則
の
公
布
ま
で
は
、
法
科
の
場
合
、
原
書
法
イ
ギ
リ
ス
法
、
フ
ラ
ン
ド
イ
ッ
法
な
ど
の
外
国
っ
て
い
な
か
っ
た
。
（一
繹
齠
�
j
年
の
新
も
、
上
記
の
外
国
法
は
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
イ
ツ
語
、
英
語
が
随
意
己糸
なの
い芭で
゜あ
　つ
　た
　か
　は
想
像
　に
難
　く
選
択
課
目
届
（
専
門
部
政
治
経
済
科
．
．
．
年
）
○
行
政
法
各
論
　
　
　
　
政
治
哲
学
　
　
自
治
政
策
支
那
現
代
外
交
史
　
○
財
政
学
　
　
○
金
融
政
策
鉄
道
政
策
　
　
　
　
　
保
険
政
策
　
○
国
際
公
法
商
法
要
論
　
　
　
　
　
統
計
学
　
　
　
簿
記
し
て
履
修
科
目
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
以
降
、
「
英
法
、
英
語
、
独
法
、
ド
イ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
が
随
意
科
目
と
し
て
置
か
れ
」
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
専
門
部
政
治
経
済
科
の
場
合
、
一
部
の
随
意
科
目
と
外
国
語
を
除
け
ば
、
当
時
学
部
と
専
門
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
基
本
的
に
共
通
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
大
幅
に
改
編
さ
れ
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
と
比
較
す
る
と
、
「
社
会
学
」
、
「
社
会
政
策
」
、
「
国
際
公
法
」
、
「
国
際
私
法
」
、
「
植
民
政
策
」
が
新
た
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
小
熊
英
二
は
、
法
科
出
身
の
林
呈
禄
が
「
植
民
政
策
学
を
学
ん
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ゆ
ゾ
の
は
、
明
治
大
學
法
科
の
泉
哲
と
い
う
学
者
の
も
と
に
お
い
て
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
「
創
設
時
の
政
学
部
は
、
学
科
目
が
法
学
部
と
共
通
科
目
編
成
に
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
講
師
陣
も
政
・
法
○○
国商近
際業時
私政外
法策交
　　史
図1台湾人留学生劉安紅の「選択
　　課目届」（大正9（1920）年）
出典：早稲田大学大学史資料センター所蔵
　　　「こ号館旧蔵資料」・「c付属学校
　　　（1日制）・5．専門部：〔人【E9年〕撰
　　　択課目届（専門部政治経済科3年）」
　　　（5－08）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
学
部
の
兼
職
者
が
多
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
、
並
び
に
当
時
の
政
治
経
済
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
講
師
陣
を
み
る
な
ら
ば
、
法
科
、
政
治
経
済
科
を
問
わ
ず
、
実
際
に
泉
哲
の
講
義
を
受
講
し
た
台
湾
人
留
学
生
者
は
相
当
数
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
五
来
欣
造
、
小
林
丑
三
郎
、
河
津
逞
を
は
じ
め
、
法
科
と
政
治
経
済
科
の
講
師
陣
を
み
れ
ば
、
多
く
の
講
師
が
早
稲
田
大
学
な
ど
の
他
大
学
を
兼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
レ
任
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
台
湾
人
留
学
生
は
中
央
大
学
・
明
治
大
学
・
早
稲
田
大
学
に
散
在
し
て
は
い
た
も
の
の
、
一
部
の
講
師
が
上
記
の
大
学
を
兼
任
し
て
い
た
た
め
、
実
際
に
は
彼
ら
の
多
く
が
同
じ
講
師
の
講
義
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
啓
蒙
運
動
の
主
な
担
い
手
と
し
て
の
大
正
期
台
湾
人
留
学
生
大
正
期
半
ば
か
ら
は
、
高
等
教
育
機
関
留
学
の
増
加
に
伴
い
、
台
306東洋文化研究13号
湾
人
留
学
生
の
諸
啓
蒙
運
動
も
徐
々
に
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
当
時
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
在
京
台
湾
人
留
学
生
は
啓
蒙
団
体
「
新
民
会
」
を
組
織
し
、
機
関
誌
『
台
湾
青
年
』
の
発
行
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
台
湾
議
会
設
置
請
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
願
運
動
に
も
熱
心
に
参
加
し
て
い
た
。
新
知
識
を
本
島
台
湾
に
積
極
的
に
紹
介
す
る
た
め
の
効
果
的
な
道
具
と
さ
れ
た
の
は
『
台
湾
青
年
』
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
在
京
台
湾
人
留
学
生
が
自
ら
執
筆
し
た
諸
論
考
が
『
台
湾
青
年
』
、
『
台
湾
』
を
通
じ
て
本
島
台
湾
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
ば
か
り
か
、
同
時
に
彼
ら
は
『
台
湾
青
年
』
、
『
台
湾
』
、
『
太
陽
』
、
『
改
造
』
、
『
植
民
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
人
に
よ
る
論
考
を
積
極
的
に
中
国
語
に
翻
訳
し
て
転
載
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
彼
ら
は
、
講
習
会
、
講
演
会
を
媒
介
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
本
島
の
台
湾
人
に
紹
介
し
て
い
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
台
湾
人
留
学
生
を
知
の
運
搬
者
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
　
大
正
期
の
台
湾
人
留
学
生
は
朝
鮮
人
に
比
べ
て
そ
の
数
が
少
な
か
っ
た
が
、
「
当
時
朝
鮮
人
の
民
族
自
決
運
動
、
乃
至
民
族
独
立
運
動
及
び
之
を
目
的
と
す
る
啓
蒙
文
化
運
動
は
、
台
湾
人
の
運
動
よ
り
遥
か
に
前
進
し
つ
つ
あ
り
、
東
京
留
学
生
の
如
き
既
に
数
個
の
団
体
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
織
し
、
機
関
紙
の
刊
行
、
思
想
の
宣
伝
普
及
を
行
ひ
つ
＼
あ
」
る
と
い
う
よ
う
に
、
台
湾
人
に
よ
る
啓
蒙
運
動
は
朝
鮮
人
の
そ
れ
に
比
べ
て
後
れ
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
在
京
台
湾
人
は
積
極
的
に
朝
鮮
人
と
の
連
携
を
図
ろ
う
と
試
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
察
培
火
、
黄
呈
聡
、
王
敏
川
等
の
在
京
台
湾
人
は
、
在
京
朝
鮮
人
李
達
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
（
李
東
宰
）
、
鄭
泰
玉
（
鄭
泰
信
、
鄭
又
影
）
、
柳
泰
慶
（
柳
壽
泉
）
な
ど
を
通
じ
て
、
『
革
新
時
報
』
、
『
青
年
朝
鮮
』
（
弓
団
国
団
○
¢
乞
Ω
内
○
即
国
〉
）
、
『
亜
細
亜
公
論
』
（
弓
＝
国
〉
の
H
＞
図
¢
Z
O
い
d
Z
）
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
原
稿
を
掲
載
す
る
機
会
を
得
て
い
た
。
当
時
、
ご
く
わ
ず
か
の
新
聞
・
雑
誌
を
除
け
ば
、
「
内
台
差
別
待
遇
」
の
実
態
が
内
地
日
本
で
十
分
に
報
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
当
局
の
検
閲
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
「
内
台
差
別
待
遇
」
と
「
台
湾
総
督
府
の
厳
し
い
検
閲
」
に
言
及
す
る
在
京
台
湾
人
の
論
考
を
掲
載
し
た
『
革
新
時
報
』
、
『
青
年
朝
鮮
』
、
『
亜
細
亜
公
論
』
は
大
い
に
評
価
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
方
、
曉
明
会
、
新
亜
同
盟
党
（
東
亜
同
盟
会
）
、
亜
細
亜
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
会
、
建
設
者
同
盟
、
コ
ス
モ
倶
楽
部
な
ど
の
思
想
啓
蒙
・
社
会
運
動
団
体
の
活
動
で
は
、
彰
華
英
（
明
治
大
学
政
治
経
済
科
）
や
萢
本
梁
（
上
智
大
学
中
退
）
を
は
じ
め
と
す
る
在
京
台
湾
人
が
、
朝
鮮
人
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
人
と
の
交
流
と
連
携
を
有
し
て
い
た
。
次
に
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
日
本
社
会
主
義
同
盟
の
姉
妹
団
体
と
し
て
創
立
さ
れ
た
コ
ス
モ
倶
楽
部
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
　
コ
ス
モ
倶
楽
部
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
六
月
二
四
日
の
会
合
に
は
、
大
杉
栄
と
接
近
し
て
無
政
府
主
義
者
と
な
っ
た
萢
本
梁
や
、
堺
利
彦
か
ら
思
想
的
膨
響
を
受
け
た
彰
華
英
な
ど
の
在
京
台
湾
人
留
学
生
が
参
加
し
て
い
た
。
コ
ス
モ
倶
楽
部
へ
の
出
入
り
時
期
は
若
干
異
な
る
が
、
台
湾
人
の
彰
華
英
や
陳
全
水
（
明
治
大
学
）
、
萢
本
梁
や
呂
磐
石
（
早
稲
田
大
学
商
学
部
）
、
朝
鮮
人
の
元
鐘
麟
、
黄
錫
萬
、
鄭
泰
玉
、
金
若
水
、
中
国
人
の
馬
伯
援
、
湯
鶴
逸
、
何
慶
廷
な
ど
も
コ
ス
モ
倶
楽
部
主
催
の
集
会
に
参
加
し
て
紀近代台湾の新世代法律青年と政治青年の誕生307
、
（
㎝
Q
し
チ
ハ
　
在
京
朝
鮮
人
や
中
国
人
と
の
連
携
に
加
え
て
、
『
台
湾
青
年
」
の
発
行
と
台
湾
議
会
設
置
請
願
運
動
の
推
進
に
際
し
て
は
、
大
正
期
台
湾
人
留
学
生
は
植
村
正
久
、
安
部
磯
雄
、
田
川
大
吉
郎
、
五
来
欣
造
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
系
知
識
人
か
ら
も
多
大
な
協
　
　
　
　
の
　
力
を
得
た
。
こ
れ
ら
の
日
本
の
知
識
人
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
も
っ
て
台
湾
の
自
治
制
度
の
見
取
り
図
を
描
い
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
証
を
必
要
と
す
る
が
、
上
述
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
通
じ
て
、
当
時
の
ア
ジ
ア
留
学
生
と
日
本
知
識
人
と
の
間
に
あ
る
種
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
協
力
体
制
が
形
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
結
び
に
代
え
て
　
本
稿
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
大
正
期
の
在
京
台
湾
人
留
学
生
、
と
り
わ
け
「
明
治
の
法
科
」
と
「
早
稲
田
の
政
治
経
済
科
」
出
身
の
台
湾
人
は
、
近
代
台
湾
の
諸
啓
蒙
運
動
の
先
駆
け
的
存
在
と
し
て
活
躍
を
み
せ
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
童
旦
房
と
い
っ
た
伝
統
教
育
を
受
け
た
上
の
世
代
、
す
な
わ
ち
伝
統
的
知
識
人
と
は
異
な
り
、
日
本
語
を
通
じ
て
近
代
の
専
門
知
識
を
習
得
し
た
新
世
代
知
識
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
こ
う
し
た
時
代
的
役
割
を
担
わ
せ
た
契
機
は
、
「
大
正
期
と
い
う
転
換
期
」
と
、
「
総
督
府
の
差
別
教
育
政
策
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
重
な
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
だ
が
、
矢
内
原
忠
雄
が
示
唆
し
た
「
専
制
政
治
国
に
反
抗
す
る
政
治
運
動
は
ま
ず
国
外
に
お
い
て
組
織
さ
れ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
り
、
台
湾
に
つ
い
て
民
族
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
先
駆
者
は
東
京
留
学
生
の
一
団
で
あ
つ
た
」
と
い
う
、
近
代
に
お
け
る
被
支
配
・
被
抑
圧
民
族
の
抵
抗
運
動
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
「
在
京
台
湾
人
留
学
生
が
政
治
・
民
族
運
動
の
先
駆
者
に
な
る
」
こ
と
は
、
い
わ
ば
必
然
的
な
流
れ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　
近
代
日
本
に
お
け
る
西
洋
文
明
の
受
容
に
つ
い
て
、
「
明
治
の
前
半
期
と
い
う
こ
の
時
代
に
、
法
律
学
を
学
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
欧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
諸
国
の
社
会
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
」
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
近
代
台
湾
の
場
合
、
昭
和
三
（
　
九
二
八
）
年
に
台
北
帝
国
大
学
が
創
設
さ
れ
る
ま
で
、
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
大
正
期
ま
で
は
西
洋
の
法
律
、
政
治
、
社
会
、
経
済
、
文
学
、
美
術
な
ど
を
学
習
す
る
手
段
を
、
基
本
的
に
は
「
日
本
留
学
」
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
正
期
在
京
台
湾
人
留
学
生
に
よ
っ
て
、
日
本
語
を
通
じ
て
構
築
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
知
識
が
「
台
湾
人
の
文
化
啓
蒙
」
や
「
台
湾
人
政
治
地
位
の
向
上
」
な
ど
の
文
化
・
政
治
・
民
族
運
動
の
上
に
「
知
の
実
践
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
大
正
期
在
京
台
湾
人
留
学
生
の
出
身
階
級
と
、
彼
ら
の
漸
進
的
で
穏
健
な
非
武
装
抵
抗
運
動
か
ら
み
れ
ば
、
彼
ら
の
多
く
が
い
わ
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
細
川
嘉
六
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
第
二
期
抵
抗
運
動
（
議
会
設
置
請
願
運
動
）
の
担
い
手
の
大
半
は
、
「
地
主
階
級
・
中
小
資
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
本
家
階
級
（
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
i
）
、
自
由
職
業
層
の
出
身
者
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
彼
ら
の
多
く
が
、
い
わ
ば
、
日
本
の
高
等
教
育
機
関
、
と
り
わ
け
専
門
部
の
教
育
が
生
み
出
し
た
近
代
台
湾
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の
新
世
代
政
治
青
年
と
法
律
青
年
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
注
（
1
）
　
戦
前
の
台
湾
が
日
本
帝
国
の
↓
部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
　
　
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
「
内
地
日
本
」
に
進
学
す
る
本
島
台
湾
人
を
　
　
「
外
国
人
留
学
生
」
と
し
て
、
取
り
扱
う
こ
と
は
決
し
て
妥
当
と
は
　
　
言
え
な
い
。
本
来
な
ら
ば
、
地
方
出
身
の
日
本
人
青
年
と
同
様
に
、
　
　
「
東
京
遊
学
」
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
台
湾
総
督
府
　
　
や
文
部
省
の
条
例
・
規
程
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
昭
和
七
（
一
九
　
　
三
二
）
年
、
内
地
留
学
者
が
「
内
地
在
学
者
」
に
改
称
さ
れ
る
ま
で
　
　
は
、
「
内
地
日
本
」
に
進
学
す
る
台
湾
人
は
実
質
的
に
は
「
外
国
人
　
　
留
学
生
」
も
し
く
は
「
植
民
地
人
学
生
」
（
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
　
　
年
よ
り
）
と
扱
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
用
語
を
統
一
す
る
た
め
、
　
　
「
日
本
留
学
」
を
使
用
す
る
。
（
2
）
　
本
稿
は
二
〇
一
〇
年
一
月
三
〇
日
に
学
習
院
大
学
で
開
催
さ
れ
た
、
　
　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
研
究
の
新
た
な
視
座
一
過
去
、
現
　
　
在
、
未
来
」
で
の
報
告
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
3
）
　
呉
密
察
「
台
湾
史
の
成
立
と
そ
の
課
題
」
溝
口
雄
三
等
『
ア
ジ
ア
　
　
か
ら
考
え
る
㈹
周
縁
か
ら
の
歴
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
　
　
年
、
二
二
六
頁
。
（
4
）
　
若
林
正
丈
『
台
湾
抗
日
運
動
史
研
究
（
増
補
版
）
』
研
文
出
版
、
　
　
二
〇
〇
一
年
、
三
三
頁
。
（
5
）
　
『
台
湾
青
年
』
と
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
　
　
た
新
民
会
お
よ
び
台
湾
青
年
会
の
機
関
紙
で
あ
る
。
台
湾
総
督
府
警
　
　
務
局
『
台
湾
社
会
運
動
史
』
（
復
刻
版
）
、
龍
漢
書
舎
、
一
九
七
三
年
　
　
（
初
出
　
『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
』
第
二
編
領
台
以
後
の
治
安
状
　
　
況
中
巻
、
一
九
三
九
年
）
、
二
八
－
三
一
頁
。
そ
の
誌
名
に
つ
い
て
、
　
　
王
育
徳
は
「
新
民
会
は
中
国
の
革
命
雑
誌
『
新
青
年
』
に
な
ら
っ
て
、
　
　
月
刊
「
台
湾
青
年
』
（
発
行
人
藥
培
火
）
を
発
行
し
た
」
と
指
摘
し
　
　
て
い
る
。
王
育
徳
『
台
湾
』
弘
文
堂
、
　
一
九
七
〇
年
、
一
一
七
頁
。
　
　
そ
の
後
、
大
正
＝
　
（
一
九
二
二
）
年
四
月
に
月
刊
『
台
湾
』
に
誌
　
　
名
を
改
め
、
翌
年
四
月
に
漢
文
の
半
月
刊
『
台
湾
民
報
』
と
な
り
、
　
　
同
年
一
〇
月
か
ら
旬
刊
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
　
　
年
七
月
に
週
刊
に
発
展
し
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
八
月
か
ら
は
　
　
台
湾
で
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
三
月
に
　
　
週
刊
『
台
湾
新
民
報
』
に
改
名
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
四
月
か
　
　
ら
日
刊
紙
と
し
て
発
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
伊
藤
潔
『
台
湾
　
四
　
　
百
年
の
歴
史
と
展
望
』
中
央
公
論
社
、
　
一
九
九
三
年
、
　
一
〇
四
頁
。
（
6
）
　
台
湾
議
会
設
置
請
願
運
動
と
は
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
一
　
　
月
か
ら
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
二
月
ま
で
、
一
五
回
に
亙
る
本
島
　
　
台
湾
政
治
運
動
で
あ
る
。
台
湾
総
督
府
警
務
局
、
前
掲
書
、
三
一
五
　
　
－
四
〇
四
頁
。
（
7
）
　
台
湾
人
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
林
茂
生
著
・
古
谷
昇
・
　
　
陳
燕
南
訳
『
日
本
統
治
下
の
台
湾
の
学
校
教
育
－
開
発
と
文
化
問
題
　
　
の
歴
史
分
析
』
拓
殖
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
8
）
　
台
湾
教
育
会
編
『
台
湾
教
育
沿
革
誌
』
一
九
三
九
年
、
　
一
〇
頁
。
（
9
）
　
芝
山
巖
の
国
語
伝
習
所
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
が
、
台
湾
に
お
け
る
　
　
日
本
の
植
民
地
教
育
の
始
ま
り
で
あ
り
、
近
代
的
学
校
制
度
の
始
ま
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り
で
も
あ
っ
た
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
若
林
正
丈
『
台
湾
－
変
　
　
容
し
躊
躇
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
　
　
一
二
頁
。
（
1
0
）
　
『
国
家
教
育
』
第
三
三
号
、
一
八
九
五
年
。
（
1
1
）
　
票
茂
豊
『
中
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
史
的
研
究
』
出
版
社
　
　
不
明
、
一
九
七
七
年
、
一
一
〇
1
｝
二
四
頁
。
（
1
2
）
　
本
島
台
湾
人
が
三
百
五
四
万
八
〇
五
三
人
に
対
し
、
内
地
日
本
人
　
　
が
一
七
万
四
六
八
二
人
で
あ
っ
た
。
台
湾
総
督
府
官
房
調
査
課
『
昭
　
　
和
十
年
台
湾
総
督
府
第
三
十
九
統
計
書
』
一
九
三
七
年
、
三
〇
頁
。
（
1
3
）
　
四
年
制
の
高
等
女
学
校
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
　
　
「
従
来
、
台
湾
人
の
在
籍
を
想
定
し
て
い
た
一
部
の
高
等
女
学
校
で
　
　
も
日
本
人
女
学
生
の
比
率
が
増
え
、
台
湾
人
女
学
生
の
入
学
枠
を
侵
　
　
食
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。
洪
郁
如
「
台
湾
人
女
性
の
『
内
地
留
　
　
学
』
」
『
接
続
』
第
五
号
、
ひ
つ
じ
里
旦
房
、
二
〇
〇
五
年
、
二
六
〇
頁
。
（
1
4
）
　
呉
濁
流
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
－
日
本
統
治
下
の
台
湾
』
新
人
物
往
来
　
　
社
、
一
九
七
三
年
、
八
三
頁
。
（
1
5
）
　
内
台
共
学
制
度
に
つ
い
て
、
山
川
均
は
「
共
学
制
実
施
に
よ
り
こ
　
　
の
差
別
は
紙
の
上
で
は
拭
ひ
去
ら
れ
た
が
、
事
実
上
は
却
っ
て
深
刻
　
　
に
な
っ
た
。
共
学
制
度
に
よ
り
入
学
試
験
に
及
第
し
た
台
湾
人
は
同
　
　
一
の
中
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
小
学
校
の
課
　
　
程
に
前
述
の
如
き
、
差
異
を
つ
け
、
台
湾
人
の
小
学
卒
業
生
は
日
本
　
　
人
の
小
学
五
年
程
度
の
学
力
し
か
与
え
て
い
な
い
以
上
は
、
台
湾
人
　
　
に
し
て
中
学
校
に
入
学
し
う
る
も
の
は
勢
ひ
少
数
の
例
外
で
あ
っ
て
　
　
多
数
の
台
湾
人
に
と
っ
て
は
中
学
の
門
は
事
実
に
お
い
て
閉
ざ
さ
れ
　
　
て
い
た
」
と
批
判
し
て
い
る
。
山
川
均
「
弱
少
民
族
の
悲
哀
『
一
視
　
　
同
仁
』
『
内
地
延
長
主
義
』
『
醇
化
融
合
政
策
』
の
下
に
お
け
る
台
湾
」
　
　
『
改
造
』
五
月
号
、
一
九
二
六
年
、
五
三
－
五
五
頁
。
（
1
6
）
　
中
学
校
成
立
に
つ
い
て
、
駒
込
武
は
「
中
学
校
成
立
の
背
景
に
は
　
　
複
雑
な
利
害
関
係
が
内
包
さ
れ
て
お
り
、
最
低
限
で
も
日
本
人
、
漢
　
　
民
族
郷
紳
層
、
漢
民
族
一
般
民
衆
、
原
住
民
と
い
う
重
層
的
な
差
別
　
　
の
構
造
に
即
し
て
理
解
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
駒
込
武
　
　
『
日
本
帝
国
の
文
化
統
合
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
一
四
三
－
　
　
一
四
四
頁
。
（
1
7
）
　
李
彼
峰
『
林
茂
生
・
陳
祈
和
他
椚
的
時
代
』
玉
山
社
（
台
北
）
、
　
　
一
九
九
六
年
、
二
八
ー
二
九
頁
。
大
正
期
ま
で
、
帝
国
大
学
に
進
学
　
　
で
き
た
台
湾
人
は
、
わ
ず
か
に
林
茂
生
、
林
崇
智
、
林
履
信
、
劉
明
　
　
朝
、
朱
昭
陽
と
い
っ
た
人
物
に
限
ら
れ
て
い
た
。
（
1
8
）
　
前
掲
書
、
「
台
湾
教
育
沿
革
誌
』
、
九
五
三
－
九
五
四
頁
。
（
1
9
）
　
矢
内
原
忠
雄
『
帝
国
主
義
下
の
台
湾
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
九
年
、
　
　
二
〇
〇
頁
。
（
2
0
）
　
林
景
明
『
日
本
統
治
下
台
湾
の
「
皇
民
化
」
教
育
』
鴻
儒
堂
出
版
　
　
社
（
台
北
）
、
一
九
九
九
年
、
九
九
頁
。
（
2
1
）
　
吉
野
秀
公
『
台
湾
教
育
史
』
台
湾
日
日
新
報
社
、
一
九
二
七
年
、
　
　
四
一
六
～
四
二
八
頁
。
実
際
、
大
正
＝
　
（
一
九
二
二
）
年
の
改
正
　
　
台
湾
教
育
令
（
第
二
次
台
湾
教
育
令
）
公
布
以
降
も
、
岡
山
第
六
高
　
　
等
学
校
に
入
学
し
た
陳
逸
松
、
黄
介
鷹
を
は
じ
め
、
内
地
の
高
等
学
　
　
校
へ
の
進
学
希
望
者
は
後
を
た
た
な
か
っ
た
。
陳
逸
松
口
述
・
呉
君
　
　
螢
記
録
・
林
忠
勝
撰
述
『
陳
逸
松
回
憶
録
（
日
拠
時
代
篇
）
』
前
衛
　
　
出
版
社
（
台
北
）
、
一
九
九
四
年
、
九
三
－
九
五
頁
。
（
2
2
）
　
山
川
均
、
前
掲
文
、
五
五
頁
。
（
2
3
）
　
マ
ー
ク
・
ピ
ー
テ
ィ
ー
著
・
浅
野
豊
美
訳
『
2
0
世
紀
の
日
本
4
植
　
　
民
地
－
帝
国
五
〇
年
の
興
亡
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
、
二
三
310東洋文化研究13号
　
　
一
頁
。
（
2
4
）
　
地
方
名
士
の
子
弟
の
進
路
を
み
る
と
、
李
延
禧
、
林
柏
寿
、
慶
文
　
　
毅
を
は
じ
め
一
部
の
台
湾
人
が
内
地
日
本
の
教
育
を
土
台
に
し
て
、
　
　
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育
機
関
に
入
学
す
る
ケ
ー
　
　
ス
も
あ
っ
た
。
（
2
5
）
　
呉
道
士
コ
台
湾
人
の
告
白
（
上
）
」
『
東
洋
時
報
』
第
二
四
七
号
、
　
　
一
九
一
九
年
、
六
頁
。
（
2
6
）
　
当
時
、
台
湾
人
の
日
本
留
学
に
つ
い
て
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
一
　
　
八
九
六
年
五
月
九
日
付
）
は
「
台
湾
島
民
の
教
育
」
と
題
す
る
時
評
　
　
の
な
か
で
沖
縄
の
例
を
と
り
あ
げ
、
台
湾
人
の
日
本
留
学
に
反
対
す
　
　
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
同
島
民
の
教
育
に
就
い
て
、
　
　
文
部
省
に
於
い
て
も
大
い
に
注
意
す
る
所
あ
り
数
名
の
俊
才
を
選
抜
　
　
し
て
内
地
に
留
学
せ
し
め
ん
と
の
説
も
あ
り
し
が
未
開
の
者
に
向
て
　
　
俄
に
文
明
的
の
教
育
を
施
す
時
、
往
々
に
し
て
其
目
的
を
誤
る
事
あ
　
　
り
現
に
沖
縄
県
人
の
如
き
内
地
に
留
学
し
多
少
文
明
的
の
空
気
を
吸
　
　
ふ
時
、
忽
ち
琉
球
独
立
論
な
ど
を
唱
へ
県
治
の
妨
害
と
な
る
こ
と
少
　
　
な
か
ら
ざ
る
に
付
台
湾
島
民
の
内
地
留
学
も
同
様
の
結
果
に
至
ら
ん
　
　
と
の
反
対
あ
り
留
学
の
議
、
暫
く
見
合
せ
と
な
り
た
る
由
」
。
（
2
7
）
　
南
博
・
社
会
心
理
研
究
所
『
大
正
文
化
　
一
九
〇
五
～
一
九
二
七
』
　
　
（
第
三
刷
、
初
出
一
九
六
五
年
）
勤
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
四
八
　
　
頁
。
（
2
8
）
　
実
際
、
台
湾
人
留
学
生
に
限
ら
ず
、
同
じ
日
本
植
民
地
下
に
お
か
　
　
れ
た
在
京
朝
鮮
人
留
学
生
に
対
し
て
も
、
東
洋
協
会
は
明
治
四
四
　
　
（
一
九
＝
）
年
、
朝
鮮
留
学
生
を
保
護
監
督
す
る
た
め
の
機
関
と
　
　
し
て
、
「
朝
鮮
総
督
の
命
を
承
け
、
東
京
市
麹
町
区
中
六
番
町
（
前
　
　
朝
鮮
公
使
跡
）
に
朝
鮮
留
学
生
監
督
部
並
に
寄
宿
舎
を
設
け
、
朝
鮮
　
　
総
督
の
委
託
の
下
に
、
留
学
生
に
関
す
る
一
般
の
保
護
監
督
を
掌
る
」
　
　
と
し
た
。
渡
辺
新
五
郎
「
朝
鮮
留
学
生
の
現
状
」
「
東
洋
時
報
』
第
　
　
一
九
九
号
、
一
九
一
五
年
、
五
六
頁
。
（
2
9
）
　
拙
稿
「
大
正
期
在
京
台
湾
人
留
学
生
寄
宿
舎
高
砂
寮
の
設
置
過
程
」
　
　
『
日
本
歴
史
』
第
七
二
二
号
（
七
月
号
）
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
　
　
年
、
七
六
頁
。
（
3
0
）
　
「
國
内
地
留
学
生
問
題
　
附
朝
鮮
留
学
生
及
共
学
ノ
件
」
『
明
治
四
　
　
五
年
　
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
　
永
久
保
存
　
九
八
』
第
二
四
案
件
、
　
　
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。
（
3
1
）
　
本
島
人
内
地
留
学
生
名
簿
様
式
ノ
件
」
『
大
正
九
年
　
台
湾
総
督
　
　
府
公
文
類
纂
　
一
五
年
保
存
　
七
〇
』
第
二
二
案
件
、
国
史
館
台
湾
　
　
文
献
館
所
蔵
。
（
3
2
）
　
台
湾
新
民
報
社
調
査
部
編
『
台
湾
人
士
鑑
』
台
湾
新
民
報
社
、
　
一
　
　
九
三
四
年
。
（
3
3
）
　
前
掲
書
、
『
台
湾
教
育
沿
革
誌
』
、
三
四
頁
。
（
3
4
）
『
台
湾
協
会
会
報
』
第
一
号
、
一
八
九
八
年
。
明
治
四
五
（
一
九
　
　
一
二
）
年
に
学
習
院
中
学
部
に
入
学
し
た
林
維
源
の
子
弟
に
つ
い
て
、
　
　
『
東
洋
時
報
』
に
は
「
島
内
第
一
の
名
家
林
本
源
第
＝
房
林
熊
徴
氏
　
　
の
弟
林
熊
詳
（
十
七
）
林
熊
光
（
十
六
）
同
弟
二
房
林
景
仁
氏
の
弟
　
　
林
崇
智
（
十
六
）
林
履
信
（
十
五
）
の
四
人
は
今
度
受
験
の
上
学
習
　
　
院
へ
入
学
を
許
可
せ
ら
れ
熊
詳
氏
は
中
学
部
第
二
学
年
に
其
他
は
皆
　
　
な
第
一
学
年
に
編
入
せ
れ
」
と
あ
る
。
「
林
本
源
家
子
弟
の
留
学
」
　
　
『
東
洋
時
報
』
第
一
六
三
号
、
一
九
一
二
年
、
六
三
頁
。
（
3
5
）
　
「
内
地
留
学
生
報
告
方
二
関
シ
注
意
方
通
達
ノ
件
（
各
庁
）
」
『
明
　
　
治
四
二
年
　
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
一
五
年
保
存
　
五
一
』
第
二
八
　
　
案
件
、
国
史
舘
台
湾
文
献
館
所
蔵
。
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（
3
6
）
　
東
京
遊
学
の
経
済
的
負
担
に
つ
い
て
は
、
大
生
川
志
朗
『
最
新
東
　
　
京
苦
学
案
内
』
教
成
社
、
一
九
二
一
年
、
二
四
－
三
六
頁
（
復
刻
版
・
　
　
近
代
日
本
青
年
期
教
育
叢
書
・
第
W
期
第
六
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
　
　
ー
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
3
7
）
　
「
台
湾
学
生
の
学
習
院
卒
業
」
『
東
洋
時
報
』
第
二
五
九
号
、
一
九
　
　
二
〇
年
、
四
二
頁
。
（
3
8
）
　
修
業
年
限
か
ら
み
る
と
、
「
内
地
日
本
人
の
た
め
の
小
学
校
」
と
　
　
「
本
島
台
湾
人
の
た
め
の
公
学
校
」
は
い
ず
れ
も
六
年
制
で
は
あ
る
　
　
が
、
実
際
、
「
入
学
後
直
ち
に
、
日
本
語
を
以
て
教
授
を
行
ふ
。
六
　
　
年
間
の
課
業
は
国
語
の
学
習
を
以
て
其
の
大
部
分
を
占
め
其
れ
に
勤
　
　
労
の
精
神
を
養
ふ
為
め
の
農
業
手
工
の
作
業
に
依
つ
て
少
か
ら
ん
時
　
　
間
を
費
や
し
て
い
る
」
と
い
う
公
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
み
れ
　
　
ば
、
「
公
学
校
に
お
い
て
は
、
い
か
に
ひ
い
き
目
に
見
て
も
、
小
学
　
　
校
の
五
年
以
上
の
課
程
を
教
え
て
お
ら
ぬ
こ
と
は
、
専
門
家
が
認
め
　
　
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
の
よ
う
に
、
台
湾
人
に
対
す
る
初
等
教
育
に
　
　
は
総
督
府
の
意
図
的
な
差
別
が
敷
か
れ
て
い
た
。
無
署
名
「
台
湾
人
　
　
民
の
要
求
」
『
福
音
新
報
』
第
＝
二
三
六
号
、
一
九
二
一
年
と
、
山
　
　
川
均
「
植
民
政
策
下
の
台
湾
」
『
山
川
均
全
集
』
第
七
巻
、
勤
草
書
　
　
房
、
一
九
六
六
年
、
二
八
三
頁
を
参
照
。
（
3
9
）
　
資
産
家
子
弟
の
日
本
留
学
に
つ
い
て
は
、
「
雛
も
而
も
来
遊
者
各
　
　
人
の
脳
裏
に
著
明
な
る
印
象
を
感
銘
を
与
へ
た
る
一
事
は
子
弟
教
育
　
　
の
緊
要
こ
れ
あ
る
が
如
し
、
現
に
来
遊
紳
士
中
相
当
の
資
産
を
有
す
　
　
る
も
の
は
子
弟
親
戚
の
輩
を
留
学
せ
し
あ
ん
と
を
希
望
し
」
と
い
っ
　
　
た
記
述
が
あ
る
。
『
台
湾
協
会
会
報
』
第
五
八
号
、
一
九
〇
三
年
、
　
　
四
六
頁
。
（
4
0
）
　
田
中
宏
「
日
本
留
学
の
中
国
人
」
『
歴
史
公
論
』
四
月
号
、
一
九
　
　
七
九
年
、
　
＝
壬
二
頁
。
（
4
1
）
　
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
『
中
国
留
学
生
史
談
』
第
一
書
房
、
一
九
　
　
八
一
年
、
八
頁
。
（
4
2
）
　
上
沼
八
郎
「
日
本
統
治
下
に
お
け
る
台
湾
留
学
生
ー
同
化
政
策
と
　
　
留
学
生
問
題
の
展
望
1
」
『
国
立
教
育
所
紀
要
』
第
九
四
集
、
　
一
九
　
　
七
八
年
、
＝
二
五
頁
。
（
4
3
）
　
前
掲
書
、
『
台
湾
教
育
沿
革
誌
』
、
三
四
頁
。
（
4
4
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
楊
世
英
は
彰
化
の
楊
吉
臣
の
次
男
で
す
。
　
　
楊
氏
は
一
昨
年
林
紹
堂
と
一
緒
に
上
京
致
し
ま
し
た
人
に
て
…
…
　
　
（
中
略
）
…
…
彼
は
帰
郷
し
ま
す
と
直
に
其
次
男
を
鹿
港
の
国
語
伝
　
　
習
所
へ
入
れ
ま
し
て
、
僅
か
日
本
語
が
分
る
や
う
に
な
っ
て
内
地
へ
　
　
留
学
さ
せ
ま
し
た
。
私
は
鳥
居
枕
君
に
依
頼
し
帰
任
し
、
鳥
居
氏
は
　
　
ま
つ
富
士
見
学
校
へ
入
れ
て
、
教
授
し
て
も
ら
い
ま
し
た
、
そ
れ
が
　
　
今
日
で
は
満
一
年
半
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
日
で
は
東
京
府
　
　
城
北
尋
常
中
学
校
の
二
年
生
に
な
っ
て
居
り
ま
す
…
…
（
中
略
）
　
　
…
…
一
昨
年
、
水
野
遵
氏
の
帰
京
す
る
に
当
た
り
台
湾
留
学
生
た
る
　
　
楊
世
英
は
同
氏
に
従
ひ
上
京
し
教
育
家
鳥
居
枕
の
邸
に
寓
し
、
同
氏
　
　
の
監
督
を
受
け
昨
年
三
月
一
日
、
富
士
見
学
校
よ
り
城
北
尋
常
中
学
　
　
校
に
転
校
（
後
略
）
」
と
あ
る
。
『
台
湾
協
会
会
報
』
第
一
号
、
一
八
　
　
九
八
年
。
ま
た
、
『
台
湾
教
育
沿
革
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
農
科
大
学
　
　
の
楊
生
英
は
楊
世
英
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
張
美
珍
は
指
摘
し
て
　
　
い
る
。
張
美
珍
「
台
湾
総
督
府
の
留
学
生
政
策
」
『
信
大
史
学
』
第
　
　
二
四
号
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
頁
。
（
4
5
）
　
岡
本
要
八
郎
「
祖
師
廟
の
思
ひ
出
」
『
台
北
師
範
学
校
創
立
三
〇
　
　
周
年
記
念
誌
』
一
九
二
一
年
、
三
三
三
頁
。
（
4
6
）
　
張
美
珍
、
前
掲
文
、
一
七
頁
。
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（
4
7
）
　
同
上
文
、
　
一
七
頁
。
（
4
8
）
　
大
正
期
ま
で
の
「
日
本
渡
航
」
の
台
湾
人
留
学
生
は
大
き
く
六
種
　
　
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
地
方
名
士
の
子
弟
、
第
二
　
　
に
国
語
学
校
、
医
学
校
、
農
林
試
験
場
な
ど
の
総
督
府
直
轄
学
校
官
　
　
費
留
学
生
、
第
三
に
本
島
の
医
学
校
と
国
語
学
校
に
入
れ
な
か
っ
た
　
　
富
裕
層
、
第
四
に
盲
唖
学
校
の
よ
う
な
特
殊
学
校
に
進
学
し
た
者
、
　
　
第
五
に
地
方
名
士
の
援
助
を
受
け
た
者
、
第
六
に
教
会
の
斡
旋
に
よ
　
　
る
留
学
生
で
あ
る
。
拙
稿
「
。
望
薯
。
T
軒
，
斗
　
ユ
し
司
　
叫
0
1
磐
到
　
　
層
剥
層
思
咽
暑
層
唱
到
駐
想
－
叫
0
1
薯
書
呈
「
早
到
丑
。
耳
閣
濁
。
冒
ス
τ
　
　
刃
ロ
〇
一
呈
1
」
李
玉
順
ほ
か
著
『
ユ
L
引
曽
を
釧
　
剤
剋
囚
筈
肉
舛
　
号
　
　
剋
暑
脅
』
韓
国
東
北
亜
歴
史
財
団
、
二
〇
】
○
年
、
］
七
ニ
ー
一
七
　
　
三
頁
。
（
4
9
）
　
中
学
校
に
留
学
す
る
台
湾
人
の
構
成
は
、
「
内
地
の
小
学
校
を
卒
　
　
業
し
て
か
ら
そ
の
ま
ま
内
地
の
中
学
校
に
進
学
す
る
台
湾
人
」
と
　
　
「
内
地
中
学
校
に
入
学
・
編
入
す
る
新
規
の
留
学
生
」
に
占
め
ら
れ
　
　
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
5
0
）
　
台
湾
同
化
会
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
「
台
湾
人
　
　
に
よ
る
政
治
的
民
主
主
義
獲
得
の
た
め
の
最
初
の
組
織
は
、
板
垣
退
　
　
助
の
台
湾
訪
問
を
契
機
に
し
て
、
一
九
一
四
年
一
二
月
に
結
成
さ
れ
　
　
た
台
湾
同
化
会
で
あ
っ
た
。
台
湾
同
化
会
の
要
求
す
る
も
の
は
、
　
　
『
台
湾
人
も
人
な
り
、
日
本
人
同
様
の
権
利
と
待
遇
を
得
た
い
と
い
　
　
う
こ
と
に
あ
っ
た
』
の
で
あ
る
。
こ
の
組
織
は
、
一
九
一
五
年
二
月
　
　
末
、
台
湾
総
督
府
に
よ
っ
て
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
」
。
浅
田
喬
二
　
　
『
日
本
植
民
地
研
究
史
論
』
未
来
社
、
　
一
九
九
〇
年
、
五
九
六
頁
。
　
　
ま
た
、
台
湾
同
化
会
の
成
立
と
消
滅
に
つ
い
て
は
、
台
湾
総
督
府
警
　
　
務
局
、
前
掲
書
、
一
ニ
ー
二
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
5
1
）
　
葉
栄
鐘
『
台
湾
人
物
群
像
』
時
報
出
版
（
台
北
）
、
皿
九
九
五
年
、
　
　
三
六
四
－
三
六
六
頁
。
（
5
2
）
　
天
野
郁
夫
『
学
歴
の
社
会
史
　
教
育
と
日
本
の
近
代
』
平
凡
社
、
　
　
二
〇
〇
五
年
、
一
】
九
ー
一
二
一
頁
。
（
5
3
）
　
東
京
慈
恵
会
医
学
専
門
学
校
の
ほ
か
、
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
、
　
　
熊
本
医
学
専
門
学
校
な
ど
が
あ
る
。
（
5
4
）
　
高
橋
都
素
武
『
全
国
学
校
案
内
』
（
復
刻
版
・
近
代
日
本
青
年
期
　
　
教
育
叢
書
・
第
V
期
第
↓
一
巻
）
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
i
、
　
一
九
九
　
　
二
年
、
二
〇
1
二
一
頁
。
（
5
5
）
　
私
学
の
入
学
基
準
に
つ
い
て
は
、
「
又
一
方
内
地
に
於
け
る
母
国
　
　
人
が
遠
来
者
を
厚
遇
す
る
と
、
私
立
学
校
が
学
力
性
行
等
を
十
分
調
　
　
査
を
せ
ず
歓
迎
す
る
の
と
、
勢
内
地
に
い
け
ば
優
遇
さ
れ
る
と
い
ふ
　
　
が
如
き
感
を
生
じ
、
益
々
留
学
熱
を
旺
盛
な
ら
し
た
の
で
あ
る
」
と
　
　
の
指
摘
が
あ
る
。
前
掲
書
、
『
台
湾
教
育
沿
革
誌
』
、
七
三
－
七
四
頁
。
（
5
6
）
　
中
央
大
学
と
日
本
大
学
を
と
っ
て
み
て
も
、
学
部
よ
り
も
、
専
門
　
　
部
へ
の
入
学
が
大
半
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
央
大
学
百
　
　
年
史
編
集
委
員
会
専
門
委
員
会
『
中
央
大
学
百
年
史
通
史
篇
』
下
巻
、
　
　
二
〇
〇
三
年
、
一
二
八
ー
一
二
九
頁
。
日
本
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
　
　
会
『
日
本
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
、
一
九
九
七
年
。
（
5
7
）
　
吉
田
千
鶴
子
『
近
代
東
ア
ジ
ア
美
術
留
学
生
の
研
究
－
東
京
美
術
　
　
学
校
留
学
生
史
料
1
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
九
頁
。
（
5
8
）
　
同
上
書
、
　
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
。
（
5
9
）
　
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
、
専
門
学
学
校
以
上
の
教
育
機
関
に
　
　
在
籍
す
る
台
湾
人
は
つ
い
に
百
名
を
突
破
し
た
。
拙
稿
「
大
正
期
在
　
　
京
台
湾
人
留
学
生
と
ア
ジ
ア
～
『
亜
細
亜
公
論
』
を
手
が
か
り
と
し
　
　
て
」
『
ぎ
け
Φ
ロ
①
o
け
仁
巴
国
×
o
げ
9
D
コ
四
㊦
ω
㊤
口
α
国
6
け
o
工
o
巴
ζ
①
B
o
ユ
①
ω
ぎ
紀近代台湾の新世代法律青年と政治青年の誕生313
　
　
国
p
馨
〉
ω
す
論
文
集
1
』
韓
国
東
北
亜
歴
史
財
団
、
二
〇
〇
八
年
。
（
6
0
）
　
明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
明
治
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、
　
　
通
史
篇
H
、
一
九
九
四
年
、
二
＝
頁
。
ま
た
、
明
治
四
二
（
一
九
　
　
〇
九
）
年
八
月
に
、
東
京
留
学
本
島
人
生
徒
監
督
事
務
嘱
託
田
中
敬
　
　
一
が
総
督
佐
久
間
龍
馬
太
に
提
出
し
た
「
東
京
留
学
台
湾
人
学
生
状
　
　
況
調
査
表
」
か
ら
は
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
の
時
点
で
台
北
出
　
　
身
の
劉
孝
純
が
法
律
専
門
正
科
三
年
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
　
　
る
。
「
東
京
留
学
台
湾
人
学
生
状
況
調
査
表
」
『
明
治
四
二
年
　
台
湾
　
　
総
督
府
公
文
類
纂
　
永
久
保
存
　
一
八
（
原
三
乙
）
』
第
三
案
件
、
　
　
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。
（
6
1
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
最
近
に
お
い
て
約
六
百
名
の
多
数
に
な
っ
　
　
て
上
は
大
学
か
ら
下
は
小
学
校
に
至
る
ま
で
殆
ど
各
種
の
学
校
に
行
　
　
渡
っ
て
在
学
し
て
い
る
。
大
学
の
内
で
一
番
多
く
在
学
し
て
い
る
の
　
　
は
明
治
だ
。
今
ま
で
明
治
は
一
般
に
評
判
が
よ
く
な
い
。
け
れ
ど
も
　
　
試
み
に
み
よ
。
台
湾
其
の
他
各
地
に
お
け
る
明
治
卒
業
者
の
奮
闘
は
　
　
あ
え
て
他
校
に
譲
ら
な
ば
か
り
で
な
く
、
又
現
在
留
学
生
の
各
方
面
　
　
に
渡
る
活
動
も
矢
張
さ
う
で
あ
ろ
や
う
に
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。
　
　
「
東
京
通
信
」
『
台
湾
青
年
』
第
二
巻
第
五
号
、
一
九
二
一
年
、
六
六
　
　
頁
。
（
6
2
）
　
前
掲
書
、
『
明
治
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、
通
史
編
H
、
二
一
二
　
　
頁
；
台
湾
新
民
報
社
調
査
部
編
『
台
湾
人
士
鑑
』
台
湾
新
民
報
社
、
　
　
一
九
三
四
年
；
後
藤
大
清
「
謝
介
石
」
『
黎
明
』
第
一
五
号
、
台
湾
　
　
教
育
会
、
　
一
九
三
三
年
、
四
－
八
頁
。
（
6
3
）
　
明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
明
治
大
学
百
年
史
』
第
三
巻
、
　
　
通
史
編
1
、
一
九
九
二
年
、
五
九
ニ
ー
五
九
三
頁
。
（
6
4
）
　
劉
克
明
『
台
湾
古
今
談
』
新
高
堂
書
店
、
一
九
三
〇
年
、
＝
二
六
　
　
1
＝
二
七
頁
。
（
6
5
）
　
早
稲
田
大
学
百
年
史
編
集
所
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
、
　
　
一
九
七
八
年
、
四
七
四
頁
。
（
6
6
）
　
天
野
郁
夫
、
前
掲
書
、
一
二
四
頁
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
政
治
経
　
　
済
学
部
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
内
田
満
『
ア
メ
リ
カ
政
治
学
へ
の
視
　
　
座
－
早
稲
田
政
治
学
の
形
成
過
程
1
』
三
嶺
書
房
、
一
九
九
二
年
を
　
　
参
照
さ
れ
た
い
。
（
6
7
）
　
王
金
海
「
台
湾
教
育
に
関
す
る
私
見
」
『
台
湾
青
年
』
第
三
巻
第
　
　
二
号
、
一
九
二
一
年
、
三
九
頁
。
（
6
8
）
例
と
し
て
は
実
業
部
農
業
科
の
黄
呈
聡
（
一
九
〇
七
年
）
、
元
師
　
　
範
部
乙
科
の
票
式
穀
（
一
九
〇
三
年
）
・
王
敏
川
（
一
九
〇
九
年
）
・
　
　
票
培
火
（
一
九
一
〇
年
）
、
公
学
師
範
部
乙
科
の
劉
鳳
岐
（
一
九
一
　
　
一
年
）
・
彰
木
嚢
（
一
九
一
二
年
）
・
施
添
福
（
一
九
＝
二
年
）
・
張
　
　
耀
堂
（
一
九
一
四
年
）
・
黄
土
水
（
一
九
一
五
年
）
・
王
金
海
（
一
九
　
　
一
七
年
）
・
呉
鏡
澄
（
一
九
一
七
年
）
、
国
語
部
の
林
呈
禄
（
一
九
〇
　
　
八
年
）
・
黄
硫
材
（
一
九
一
一
年
）
・
鄭
其
芹
（
一
九
一
二
年
）
・
巫
　
　
川
（
一
九
一
二
年
）
・
何
春
喜
（
一
九
＝
二
年
）
・
劉
達
麟
（
一
九
一
　
　
三
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
『
台
湾
総
督
　
　
府
国
語
学
校
一
覧
　
自
大
正
六
年
至
大
正
七
年
』
一
九
一
七
年
、
二
　
　
一
〇
1
二
四
七
頁
；
拙
稿
「
大
正
期
台
湾
人
『
内
地
留
学
生
』
と
近
　
　
代
台
湾
～
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
科
を
中
心
と
し
て
～
」
　
　
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
論
集
』
第
一
六
号
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
　
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
、
二
〇
〇
八
年
、
八
－
九
頁
。
（
6
9
）
　
前
掲
書
、
『
明
治
大
学
百
年
史
』
第
三
巻
、
通
史
編
1
、
五
九
二
　
　
ー
五
九
三
頁
。
（
7
0
）
　
岡
本
真
希
子
『
植
民
地
官
僚
の
政
治
史
　
朝
鮮
・
台
湾
総
督
府
と
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帝
国
日
本
』
三
元
社
、
二
〇
〇
八
年
、
三
一
九
－
三
二
三
頁
。
（
7
1
）
　
台
湾
人
の
高
等
文
官
任
用
に
つ
い
て
、
王
育
徳
は
「
台
湾
人
の
任
　
　
用
は
い
ち
じ
る
し
く
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
朝
鮮
に
お
い
て
　
　
は
日
韓
併
合
条
約
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
最
初
か
ら
広
範
に
朝
鮮
人
　
　
の
高
等
文
官
へ
の
任
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
王
育
徳
、
前
掲
書
、
一
〇
二
頁
。
（
7
2
）
　
岡
本
真
希
子
、
前
掲
書
、
三
一
八
頁
。
（
7
3
）
　
同
上
書
、
三
〇
六
頁
と
三
一
九
－
三
二
三
頁
。
（
7
4
）
　
ま
た
同
文
で
、
鄭
松
笏
は
日
本
人
と
中
国
人
留
学
生
の
例
を
あ
げ
、
　
　
台
湾
人
留
学
生
を
排
日
論
者
と
み
な
す
一
部
在
台
内
地
人
の
論
調
に
　
　
反
駁
を
し
た
上
で
、
日
本
全
体
の
た
め
に
も
留
学
生
に
対
す
る
冷
遇
　
　
を
早
期
に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
詳
細
は
、
鄭
　
　
松
笏
「
留
学
生
待
遇
の
改
善
と
望
む
」
『
台
湾
青
年
』
第
四
巻
第
二
　
　
号
、
｝
九
二
二
年
、
五
五
－
五
六
頁
。
（
7
5
）
　
同
上
文
、
五
一
－
五
三
頁
。
し
か
し
、
鄭
松
笏
「
留
学
生
待
遇
の
　
　
改
善
と
望
む
」
を
掲
載
し
た
『
台
湾
青
年
』
第
四
巻
第
二
号
は
、
台
　
　
湾
当
局
か
ら
発
売
禁
止
の
命
令
を
受
け
た
。
（
7
6
）
　
呉
文
星
『
日
拠
時
期
台
湾
師
範
教
育
之
研
究
』
国
立
台
湾
師
範
大
　
　
学
歴
史
研
究
所
（
台
北
）
、
一
九
八
三
年
、
二
二
〇
1
二
二
一
頁
。
（
7
7
）
　
聞
懐
徳
編
『
台
湾
名
人
伝
』
商
業
新
聞
社
（
台
北
）
、
一
九
五
六
　
　
年
、
四
〇
頁
と
一
五
五
頁
。
（
7
8
）
　
記
者
「
立
ち
聴
き
」
『
台
湾
青
年
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
二
二
　
　
年
、
五
七
頁
。
ま
た
、
吉
野
作
造
も
講
師
と
し
て
参
加
す
る
予
定
だ
　
　
っ
た
が
、
風
邪
の
た
め
に
急
遽
、
内
ヶ
崎
作
三
郎
に
変
更
さ
れ
た
。
　
　
同
文
、
五
八
頁
。
（
7
9
）
　
「
明
治
二
十
一
年
六
月
課
程
表
に
は
、
政
治
科
第
三
年
前
期
に
　
　
「
国
会
法
」
の
講
義
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
と
並
ん
で
同
科
第
三
年
前
、
　
　
後
期
に
隔
週
一
回
の
「
国
会
法
演
習
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
議
会
開
　
　
設
を
二
年
後
控
え
た
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
、
学
苑
が
こ
れ
ら
の
科
目
　
　
を
設
置
し
た
こ
と
は
、
高
田
の
強
い
主
張
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
　
　
れ
る
が
、
学
苑
の
特
色
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
、
ま
さ
に
特
筆
す
べ
　
　
き
新
機
軸
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
の
で
あ
る
。
前
掲
書
、
『
早
稲
　
　
田
大
学
百
年
史
』
第
↓
巻
、
七
七
〇
頁
。
（
8
0
）
　
唐
澤
富
太
郎
『
学
生
の
歴
史
』
創
文
社
、
　
一
九
五
五
年
、
一
五
三
　
　
頁
。
（
8
1
）
　
政
治
経
済
科
出
身
の
楊
肇
嘉
は
後
年
、
安
部
磯
雄
、
高
橋
清
吾
の
　
　
講
義
に
つ
い
て
、
「
特
に
、
政
治
分
野
の
講
義
に
関
し
て
は
、
毎
回
　
　
必
ず
出
席
す
る
ほ
か
、
時
々
政
治
学
担
当
の
各
教
員
の
宿
舎
を
訪
れ
、
　
　
授
業
外
の
指
導
を
受
け
て
も
ら
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
楊
肇
嘉
　
　
『
楊
肇
嘉
回
憶
録
』
（
上
）
三
民
書
局
（
台
北
）
、
　
一
九
六
七
年
、
二
　
　
二
五
頁
。
（
8
2
）
　
前
掲
書
、
『
明
治
大
学
百
年
史
』
第
三
巻
、
通
史
編
1
、
五
＝
二
　
　
頁
。
（
8
3
）
　
小
熊
英
二
『
〈
日
本
人
〉
の
境
界
　
沖
縄
・
ア
イ
ヌ
・
台
湾
・
朝
　
　
鮮
　
植
民
地
支
配
か
ら
復
帰
運
動
ま
で
』
新
曜
社
、
一
九
九
八
年
、
　
　
一
二
三
六
頁
。
（
8
4
）
　
前
掲
書
、
『
明
治
大
学
百
年
史
』
第
三
巻
、
通
史
編
1
、
四
九
九
　
　
頁
。
（
8
5
）
　
『
明
治
大
学
学
報
』
第
」
号
、
一
九
一
六
年
一
〇
月
三
一
日
を
参
　
　
照
。
五
来
欣
造
、
佐
野
学
な
ど
の
講
師
陣
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
　
　
学
創
立
七
十
五
周
年
記
念
出
版
社
会
科
学
部
門
編
纂
委
員
会
『
近
代
　
　
日
本
の
社
会
科
学
と
早
稲
田
大
学
』
早
稲
田
大
学
、
一
九
五
七
年
を
紀近代台湾の新世代法律青年と政治青年の誕生315
’
　
　
参
照
さ
れ
た
い
。
（
8
6
）
　
「
在
京
台
湾
人
留
学
生
の
民
族
的
覚
醒
と
、
実
践
運
動
へ
の
発
展
　
　
の
傾
向
は
、
林
献
堂
、
藥
恵
如
等
の
統
制
下
に
具
体
化
し
、
東
京
青
　
　
年
学
生
を
説
き
、
大
正
八
年
末
百
余
名
を
糾
合
し
、
啓
発
会
な
る
名
　
　
称
を
以
て
団
体
組
織
を
遂
げ
、
間
も
な
く
之
を
新
民
会
と
改
称
」
す
　
　
る
。
台
湾
総
督
府
警
務
局
、
前
掲
書
、
二
五
－
三
一
頁
。
（
8
7
）
　
若
林
正
丈
は
、
「
第
一
回
の
台
湾
議
会
設
置
の
請
願
書
に
署
名
し
　
　
た
の
は
、
林
献
堂
、
票
恵
如
ら
開
明
的
資
産
家
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
　
　
ど
が
当
時
東
京
の
大
学
や
専
門
学
校
に
留
学
し
た
学
生
た
ち
で
あ
っ
　
　
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
若
林
正
丈
、
前
掲
書
、
『
台
湾
抗
日
運
動
　
　
史
研
究
増
補
版
』
、
二
一
頁
。
（
8
8
）
　
台
湾
総
督
府
警
務
局
、
前
掲
書
、
二
四
頁
。
（
8
9
）
　
李
達
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
「
甲
号
要
視
察
人
　
　
李
達
ノ
創
意
二
基
キ
東
洋
青
年
同
志
会
ノ
機
関
紙
ト
シ
テ
大
正
六
年
　
　
九
月
十
五
日
初
号
ヲ
発
刊
シ
亜
イ
テ
同
年
十
月
十
五
日
第
二
号
ヲ
発
　
　
刊
シ
タ
ル
カ
前
者
ハ
内
容
不
穏
ノ
記
事
掲
載
ア
リ
シ
為
九
月
十
三
日
　
　
之
ヲ
禁
止
処
分
二
付
シ
タ
リ
蓋
シ
同
誌
ハ
東
洋
『
モ
ン
ロ
ー
』
主
義
　
　
鼓
吹
ノ
目
的
ヲ
以
テ
成
リ
…
…
（
中
略
）
…
…
同
年
十
二
月
中
一
旦
　
　
廃
刊
ス
ル
ニ
至
リ
シ
カ
大
正
七
年
四
月
一
日
又
モ
ヤ
復
活
号
ト
シ
テ
　
　
第
三
号
一
百
部
ヲ
発
行
（
後
略
）
」
。
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
　
　
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
五
年
、
六
九
頁
。
（
9
0
）
　
活
動
拠
点
を
東
京
に
移
し
た
鄭
泰
玉
に
つ
い
て
は
、
松
尾
尊
禿
編
　
　
『
続
・
現
代
史
資
料
一
　
社
会
主
義
沿
革
1
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
　
　
八
四
年
、
四
一
二
頁
、
四
七
七
頁
、
五
八
七
頁
と
小
野
容
照
「
金
若
　
　
水
の
渡
日
と
『
大
衆
時
報
』
創
刊
－
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
社
会
主
　
　
義
勢
力
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察
」
『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
第
三
　
　
八
号
、
緑
蔭
童
旦
房
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
9
1
）
　
「
要
視
察
朝
鮮
人
」
に
編
入
さ
れ
た
柳
泰
慶
に
つ
い
て
、
「
要
視
察
　
　
朝
鮮
人
要
覧
」
（
大
正
十
三
年
九
月
末
調
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
　
　
い
る
。
「
大
正
元
年
十
二
月
入
京
正
則
英
語
学
校
二
学
ヒ
ニ
年
北
京
　
　
二
旅
行
十
年
再
入
京
亜
細
亜
聯
盟
ヲ
組
織
人
種
的
差
別
撤
廃
ヲ
主
唱
　
　
十
一
年
金
光
鉱
ト
共
二
亜
細
亜
公
論
第
一
号
発
行
以
来
常
二
総
督
政
　
　
治
ヲ
非
難
攻
撃
ス
ル
ヲ
以
テ
編
入
」
と
い
う
。
荻
野
富
士
夫
編
『
特
　
　
高
警
察
関
係
資
料
集
成
．
〈
水
平
運
動
・
在
日
朝
鮮
人
運
動
〉
〈
国
家
　
　
主
義
運
動
〉
』
第
三
二
巻
、
不
二
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
＝
一
＝
頁
。
（
9
2
）
　
『
革
新
時
報
』
に
つ
い
て
は
、
朴
慶
植
編
、
前
掲
書
、
六
九
頁
と
　
　
九
四
－
九
五
頁
を
、
『
青
年
朝
鮮
』
に
つ
い
て
は
、
朴
慶
植
編
『
朝
　
　
鮮
問
題
資
料
叢
書
第
十
二
巻
日
本
植
民
地
下
の
在
日
朝
鮮
人
の
状
況
』
　
　
ア
ジ
ア
問
題
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
、
一
一
頁
を
、
『
亜
細
亜
公
論
』
　
　
に
つ
い
て
は
、
後
藤
乾
一
「
日
本
近
現
代
史
研
究
と
『
亜
細
亜
公
論
』
　
　
1
「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
』
を
考
え
る
素
材
と
し
て
ー
」
後
藤
乾
一
・
　
　
紀
旭
峰
・
羅
京
珠
編
集
解
題
『
二
〇
世
紀
日
本
の
ア
ジ
ア
関
係
重
要
　
　
研
究
資
料
　
亜
細
亜
公
論
・
大
東
公
論
』
（
復
刻
版
）
、
第
　
巻
、
龍
　
　
渓
書
舎
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
『
革
新
時
報
』
の
　
　
情
報
と
史
料
に
関
し
て
は
、
小
野
容
照
氏
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
（
9
3
）
　
詳
細
は
、
拙
稿
「
大
正
期
在
京
台
湾
人
留
学
生
と
東
ア
ジ
ア
知
識
　
　
人
－
朝
鮮
人
と
中
国
人
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
ー
」
『
ア
ジ
ア
太
　
　
平
洋
討
究
』
第
一
五
号
、
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
　
　
ー
、
二
〇
一
〇
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
9
4
）
　
彰
華
英
は
曉
明
会
を
通
じ
て
、
朝
鮮
人
元
鐘
麟
と
の
接
触
が
あ
っ
　
　
た
と
思
わ
れ
る
。
荻
野
富
士
夫
編
、
前
掲
書
、
一
四
一
頁
。
（
9
5
）
　
新
亜
同
盟
党
と
は
一
九
一
五
年
一
〇
月
頃
、
在
京
朝
鮮
人
学
生
河
316東洋文化研究13号
　
　
相
術
・
張
徳
秀
・
洪
震
義
・
金
度
演
・
申
翼
煕
と
、
中
国
人
黄
海
民
　
　
（
黄
覚
・
黄
介
民
）
・
挑
薦
楠
・
王
希
天
・
陳
其
尤
・
郵
天
民
・
易
相
・
　
　
余
揆
之
と
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
科
の
台
湾
人
留
学
生
薬
國
　
　
禎
（
薬
國
珍
）
ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
結
社
で
あ
る
。
荻
野
富
士
　
　
夫
編
、
前
掲
書
、
五
五
頁
。
東
亜
同
盟
会
の
創
設
時
期
は
一
九
一
五
　
　
年
七
月
に
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
検
証
の
余
地
が
あ
る
。
黄
　
　
紀
陶
「
黄
介
民
同
志
伝
略
」
『
清
江
文
史
資
料
　
第
一
輯
』
一
九
八
　
　
六
年
、
五
二
頁
；
石
川
禎
浩
『
中
国
共
産
党
成
立
史
』
岩
波
書
店
、
　
　
二
〇
〇
一
年
、
一
五
〇
頁
を
参
照
。
（
9
6
）
　
荻
野
富
士
夫
編
、
前
掲
書
、
一
七
一
頁
。
（
9
7
）
　
建
設
者
同
盟
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
設
者
同
明
皿
会
史
刊
委
員
会
　
　
『
建
設
者
同
盟
の
歴
史
～
大
正
期
の
ヴ
・
ナ
ロ
ー
ド
運
動
』
日
本
社
　
　
会
党
中
央
本
部
機
関
紙
局
、
　
一
九
七
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
9
8
）
　
堺
利
彦
・
宮
崎
龍
介
・
権
煕
国
が
主
宰
す
る
コ
ス
モ
倶
楽
部
は
、
　
　
「
日
本
帝
国
主
義
の
ア
ジ
ア
侵
略
に
反
対
す
る
日
本
の
社
会
主
義
者
　
　
と
民
本
主
義
者
、
お
よ
び
朝
鮮
と
中
国
の
留
学
生
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
　
　
の
交
流
を
主
目
的
と
す
る
国
際
的
組
織
で
あ
っ
た
」
。
松
尾
尊
禿
　
　
「
コ
ス
モ
倶
楽
部
小
史
」
『
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
六
号
、
　
　
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
編
集
委
員
会
、
」
九
九
九
年
、
二
〇
頁
。
（
9
9
）
　
小
野
容
照
「
新
亜
同
盟
党
の
研
究
－
朝
鮮
・
台
湾
・
中
国
留
学
生
　
　
の
民
族
を
越
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
初
期
形
成
過
程
1
」
『
次
世
代
　
　
ア
ジ
ア
論
集
』
恥
3
、
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
研
究
機
構
、
二
〇
一
〇
　
　
年
。
（
0
0
1
）
　
大
正
一
〇
（
↓
九
二
一
）
年
六
月
二
四
日
の
秋
田
徳
三
の
日
記
で
　
　
は
、
「
夜
六
時
か
ら
、
青
年
会
館
の
コ
ス
モ
倶
楽
部
の
講
演
会
へ
出
　
　
席
。
四
五
名
の
朝
鮮
、
支
那
、
台
湾
人
と
一
緒
に
講
演
を
し
た
」
と
　
　
綴
ら
れ
て
い
る
。
尾
崎
宏
次
編
『
秋
田
雨
雀
日
記
』
第
一
巻
、
未
来
　
　
社
、
一
九
六
五
年
、
二
五
四
頁
。
（
1
0
1
）
　
大
正
期
在
京
台
湾
人
と
朝
鮮
人
青
年
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
　
　
「
雑
誌
『
亜
細
亜
公
論
』
に
み
る
大
正
期
東
ア
ジ
ア
知
識
人
の
連
携
　
　
－
在
京
台
湾
人
と
朝
鮮
人
青
年
の
交
流
を
中
心
に
ー
」
『
叫
刈
叫
ロ
τ
　
　
叫
望
子
』
第
一
七
号
、
韓
国
曝
園
大
学
校
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
、
二
　
　
〇
〇
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
2
0
1
）
　
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
系
知
識
人
の
協
力
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
植
　
　
村
正
久
と
台
湾
～
一
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
者
を
通
じ
て
」
『
問
題
と
　
　
研
究
』
第
三
六
巻
第
六
号
、
国
立
政
治
大
学
国
際
関
係
セ
ン
タ
ー
　
　
（
台
北
）
、
二
〇
〇
七
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
3
0
1
）
　
後
藤
乾
↓
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
雑
誌
「
亜
細
亜
公
論
』
i
そ
　
　
の
史
的
意
味
と
時
代
背
景
」
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
討
究
』
第
一
二
号
、
　
　
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
を
参
照
　
　
さ
れ
た
い
。
（
4
0
1
）
　
矢
内
原
忠
雄
、
前
掲
書
、
二
四
三
頁
。
（
5
0
1
）
　
天
野
郁
夫
、
前
掲
書
、
＝
二
八
頁
。
（
6
0
1
）
　
社
会
運
動
の
展
開
過
程
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
と
小
ブ
ル
ジ
　
　
ョ
ア
階
級
の
機
能
に
つ
い
て
、
佐
野
学
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
「
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
運
動
の
歴
史
的
道
程
に
於
て
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
　
　
が
其
先
駆
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
民
族
運
動
に
就
て
も
此
点
が
著
し
　
　
い
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
最
も
早
く
政
治
的
社
会
的
自
覚
に
到
達
す
る
。
　
　
彼
等
は
こ
れ
に
必
要
な
る
時
間
及
び
経
済
的
余
裕
を
有
す
る
が
故
に
、
　
　
最
も
早
く
社
会
制
度
の
不
合
理
の
認
識
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
然
　
　
し
な
が
ら
其
認
識
に
は
一
定
の
限
界
が
存
在
す
る
の
で
あ
つ
て
、
彼
　
　
等
の
反
抗
精
神
は
改
良
主
義
の
極
致
に
達
し
得
る
け
れ
ど
も
革
命
主
紀近代台湾の新世代法律青年と政治青年の誕生317
　
　
義
に
ま
で
は
到
達
し
得
な
い
の
で
あ
る
」
。
佐
野
学
　
　
放
論
」
『
改
造
』
六
月
号
、
一
九
二
三
年
、
七
五
頁
。
（
7
0
1
）
　
浅
田
喬
二
、
前
掲
書
、
五
九
七
頁
。
「
弱
小
民
族
解
［
付
記
］
調
査
に
際
し
て
、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
早
稲
　
　
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
閲
覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
頂
い
　
　
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
述
べ
た
い
。
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